
【感染症発生動向調査事業から】 
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 令和６年第４４週（１０月２８日～１１月３日）に川崎市内でボツリヌス症

の報告が１件ありました。全国的にボツリヌス症の報告は稀で、年間数件しか

みられません。市内でも令和３年以来３年ぶりの発生となりました。 

 ボツリヌス症は、ボツリヌス菌等が産生する毒素により麻痺を引き起こす疾

患で、成人では主に毒素に汚染された食品の喫食により感染します（食餌性ボ

ツリヌス症）。過去には真空パック詰食品を原因とする事例もあり、パックが

膨らんでいたり、開封時に変なにおいがする場合は食べないことが重要です。 

 また、１歳未満の乳児ではハチミツ 

の摂取を原因とする乳児ボツリヌス症 

がよく知られているので、乳児にハチ 

ミツ及びハチミツを含む食品を食べさ 

せないようにしましょう。 

今、何の病気が流行しているか！ 

第４４週報告数第１位 知っていますか？～ボツリヌス症～ 

令和６年１０月２８日（月）～令和６年１１月３日（日）〔令和６年第４４週〕の感染症発生状況 

第４４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）伝染性紅斑 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は８．７０人と前週（９．５１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

伝染性紅斑の定点当たり患者報告数は２．３５人と前週（２．２２人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．３０人と前週（１．８６人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

第４４週報告数第３位 

第４４週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年１１月６日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

食餌性ボツリヌス症は、ボツリヌス菌が食品内
で産生した毒素を摂取することで発症します。ボ
ツリヌス菌は酸素の少ない状態で毒素を産生す
るため、真空パック詰食品や缶詰等が原因となり
ます。真空パックや缶詰が膨張していたり異臭が
ある場合は、食べないようにしましょう。 

食餌性ボツリヌス症とは？ 

乳児ボツリヌス症とは？ 

乳児は腸内細菌の性状が成人と異なるため、乳
児の腸内ではボツリヌス菌が増殖し、毒素を産生
することがあります。そのため、ハチミツに混入
したボツリヌス菌を乳児が摂取すると発症する
ことがあるので、乳児はハチミツ及びハチミツを
含む食品の摂取を避ける必要があります。 

全国におけるボツリヌス症発生状況 
－平成２７年第１週～令和６年第４３週－ 


